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嘗
て
胡
適
博
士
は
、
荷
澤
神
會
の
北
宗
漸
悟
の
排
撃
が

實
は
輝
定

坐
暉

そ
れ
自
膣
の
否
定

に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て

「
中
國
思

想
史
上
的
紹
大
解
放
、

暉
學
本
巳
掃
除
了

一
切
文
字
障
和
儀
式
障
、

然
而
還
有
個
輝
定
在
、
直
到
南
宗
出
來
、
速
琿
定
也

一
掃
而
空
」
(
一

九
三
〇
年

.
遺
集
五
}
頁
)
と

道
破
さ
れ
た
。

こ
の
黙
は
後
述
す
る
よ

㈹

う
に
多

く
の
動
か
し
難

い
文
詮
が
あ
る
。
そ
の
明
快
な
論
謹
は

近
刊

の
論
文

に
於

い
て
も
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、

北
宗
が
由
7

定
護
レ
慧

に
封
し
、
慧
能
神
會
は
定
慧
A旦

を
説
く
も
そ
の
實
は
以
γ

慧
撮
γ定
す
る
も
の
で
あ
り
、

又
、

紳
會
五
世
の
法
孫
圭
峰
宗
密
が

神
會
の
言
と
し
て
、

「
知
之

一
字
、

衆
妙
之
門
」

を

畢
げ

る

よ
う

に
、
頓
悟
と
は
知
解
に
よ
る
解
睨
、
知
見
解
睨
を

説
く
も
の
で
あ
る

と
論
断
さ
れ
た
。

又
、

「從
來
琿
者
が

一
個

の
知
見
の
爲
め
に
終
身

行
脚
し
て
、
到
庭
に

大
善
知
識
を
尋
ね
、

一
朝
大
徹
大
悟
す
れ
ば
大

師
の
印
可
を
求
め
る
と
い
う
方
法
は
、
こ
こ
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
」

(遺
集
五
二
頁
課
)
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

中
國
暉
の
暉
定
否
定
の
傾

向

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、

二
祀
慧
可
又
は
法
聰
の
語
録
と
せ
ら
る

㈲

る

「
少
室
逸
書
」
中
の
雑
録
第

一
や
、

宗
密
が
混
紹
無
寄
宗
と
し
て

分
類
し
た
牛
頭
法
融
の
紹
観
論
等
に
説
か
れ
る
無
修
無
作
の
教
に
顯

著
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、

頓
悟
暉

を
軍
に
知
解
-
知
識
的

理
解
に
よ
る
解
腕
を
説
く
も
の
と
す
る
の
は
果
し
て

安
當
で
あ
ろ
う

　

　

か
。
南
嶽
懐
譲
の
流
を
汲
む
臨
濟
録
で
は

「
眞
正
見
解
」

と
言
い
、

こ
の
系
統
に
傳
え
ら
れ
た
六
租
壇
経
で
は

神
會
を

「
知
解
宗
徒
」
と

既
し
て
い
る
。
新
校
本

「
壇
語
」

「
菩
提
達
磨
南
宗
定
是
非
論
」

の
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出
現
を
機
と
し
て
、
輝
の
近
代
性
を
正
し
く

探
求
せ
ん
と
す
る
角
度

か
ら
、
こ
の
鮎
を
少
し
検
討
し
て
見
た
い
と
思
う
。

註
ω

一
九
三
〇
年
刊
胡
適
校

「
紳
會

和
術
遺
集
」。

(勺
Φ
ヨ
o
甘

Z
o
.
9。
O
ミ
)

こ
の
中
、
巻

一
に
牧
め
ら
れ
た
神
會
語
録
を
便
宜
上

「
遺
集
本
」

と
呼
び

一
九
三

四
年
刊
、
鈴
木

・
公
田
校
訂

・
石
井
光
雄
本

「
荷
澤
紳
會

輝
師
語

録
」

を

「
語
録
本
」
と
呼

ぶ
。

②

南
陽
和
俺
頓
教
解
脆
輝
門
直
了
性
壇
語

(℃
①
　
δ
戸

2
0
』
O
ホ

)
と
菩

提
蓬
摩
南
宗
定
是
非
論

(
同
上
)
。

共

に

一
九
五
八
年

中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
集
刊

「
慶
祝
趙
元
任
先
生
六
十

五
歳
論
文
集
」
中
、
胡
適

の

「
新
校
定
的
敦
煙
窟
本
神
會
和
倫
遺
著

爾
種
」

に
収
め
ら
れ
る
。
前
者
は

少
室
逸
書
中

の

「
和
倫

頓
教
解
脱
輝
門
直
了
性
壇
語
」

と
同
じ
内
容

の
爲

本

で
、
標
題

の
首
部

に
南
陽

の
二
字
を
存
す
る
所
か
ら
、
神
・曾
の
読
法

で

あ
る
こ
と
が
確
謹
さ
れ
た
。
以
下
「
壇
語
」

と
略
稔
。
後

者
は
、
「
遺
集
」

申
の

巻

二
巻
三

に

該
當

す
る
新
皆
伺
本
で

新
校

に
よ
り
略

々

定
本
と
な
つ

た
。

「
定
是
非
論
」
と
略
稽

す
る
。

こ
の
論
丈

に
は
、
上
記

の
他
、

「
頓
悟
無
生
般
若
頒
」

(
「
遺
集
」
巻

四

ω
什
虫
ロ
署
o
・心
①
QQ

を
校
定
せ

る
も
の
、

「
荷
澤
大
師
顯
宗
記
」
と
同
本
)

が

含
ま
れ
、
胡
適
博
士

の
解
読
と
論
丈
が
あ

る
。
柳

田
教
授
か
ら
借

覧
し
、

後
、
留

學
生
デ

マ
チ
ノ
氏
か
ら
恵
與

さ
れ
た
。
謹

ん
で
謝
意
を
表

す
る
。

㈲

東
北
大
學
文
學
部
刊

「丈

化
」
第

二
十
巻

第

四
號
所
載
、

中
川
孝
氏

「
菩
提

達
摩

の
研
究
」
關

口
眞

大
氏
著

「
達
摩

大
師

の
研
究
」
第

二
章

の

七
参
照
。二

圭
峰
宗
密
は

「
暉
門
師
資
承
襲
圖
」
に
於
い
て

　

　

荷
澤
又
牧
=束
無
爲
無
住
乃
至
不
可
説
等
種
種
之
言

一、

但
云
空
寂

　

 
知

、

一
切

撮

蓋

、

…

…

知
是

當

禮

表

顯

義

、

不

レ
同

=
分

別

納也

。

唯
此
方
爲
二眞
心
本
艦
、
一故
始
自
=護
心

一乃
至
成
佛
、

唯
寂
唯
知
、

不
攣
不
噺
、

但
随
=地
位
一名
義
梢
殊
。

謂
約
=了
悟
時

一名
爲
二
理

智
一。

約
一一嚢
心
修
行
一時
名
爲
=止
観
。
一約
=任
運
成
行
、
一多
(名
.
)

爲
=定
慧
一。
約
煩
=悩
都
蓋
、功
行
圓
漏
成
佛
之
時
、
一名
爲
=菩
提
浬

葉
。
一
當
知
、
始
自
二嚢
心
一乃
至
畢
寛
、

唯
寂
唯
知
也

と
言

い
、
宗
密
の
哲
學
に
於

い
て
、.
寂
知

は
未
悟
よ
り
了
悟

に
至
る

ま
で
、
止
観
、
定
慧
、
理
智
、
菩
提
浬
葉

と
語
を

殊
に
す
る
も
、
そ

の
眞
心
本
腱
は
寂
知
、
更
に
知
之

一
字
に
要
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

又
、

「頓
二悟
空
寂
之
知
一」
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
宗
密
は

頓
悟
を

解
悟
と
謹
悟
に
分
つ
た
鮎
に
問
題
が
あ
る
。

悟
有
=解
悟
謹
悟

一、修
有
=
随
相
離
相

一、
謂
初
因
=解
悟
、
一依
γ悟
修

行
、
行
満
功
圓
、
邸
得
詮
悟
、
此
爲
眞
正

一。
(圓
畳
維
大
疏
抄
、
綾

藏

一
ノ
十
四
ノ
三
、
二
八
〇
右
下
)

漸
修
頓
悟
者
、
此
有
=
二
意
一、
一
者
師
前
解
悟
之
漸
修
、
修
極
故
詮

(同
上
)

有
云
、
眞
須
頓
悟
、
方
可
漸
修
者
、

此
約
一解

悟
一也
。
:
…
・若
未

悟
而
修
、
非
=眞
修
一也

(輝
源
諸
詮
集
都
序
)

宗
密
は
悟
修
を
分

つ
て
漸
修
頓
悟
、

頓

修
漸
悟
、
漸
修
漸
悟
、
頓

悟
漸
修
、
頓
悟
頓
修
の
五
種
と
し
た
が
、
右

の
二
例
を
綜
合
す
る
と
、

宗
密
の
眞
意
は
頓
解
悟
ー

漸
修
-

頓
謹
悟
の
方
式
に
あ
る
こ
と

は
明
か
で
あ
る
。
師
ち
頓
悟
と
は

先
づ
寂
知
を
解
悟
す
る
こ
と
で
あ

つ
た
。

宗
密
の
全
著
作
を
貫
く
教
琿

一
致

論
を
背
景
と
し
て
こ
の
解

悟
を
考
え
る
時
、

解
悟
が

一
種
の
知
解
と
な
り
、
そ
の
漸
修
的
方
法
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は
、
諸
相
非
相
の
法
理
を
観
ず
る

一
種
の
観
法
と
な
る
危
瞼
は

十
分

に
存
す

る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三

然

る
に
神
會

の
頓
悟
説
を
知
見
解
脱
と
す
る
胡
適
博
士
は
、
神
會

悟
録
か
ら
次
の

一
節
を
引
讃
し
て
い
る
。

侍
郎
云
、
今
是
凡
夫
爲
官
、
若
爲
學
得
?

諮
侍
郎
、
今
日
許
侍

　

　

　

　

　

　

郎
學
解
、
未
得
修
行
、
但
得
知
解
、

以
知
解
久
薫
習
故
、

一
切
纂

縁
妄
想
、
所
有
重
者
、
自
漸
輕
微
。

神
會
見
経
文
所
読
、
光
明
王

…
…
帝
繹
梵
王
等
、

具
五
欲
樂
甚
於
今
日
百
千
萬
億
諸
王
等
、
於

　

　

般
若
波
羅
密
唯
則
學
解
、
將
解
心
呈
問
佛
、

佛
師
領
受
印
可
、
得

佛
印
可
、

印
可
捨
五
欲
樂
心
、

便
讃
正
位
地
菩
薩

(遺
集

一
〇
一

頁
)
、

(荷
澤
和
尚
與
一一拓
抜
開
府

一書
)

こ
の

一
節
は
、
た
し
か
に
、
修
行
に
代
え
る
に
學
解
知
解
を
以
て

薫
習

す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
、
正
に
宗
密
の
頓
解
悟
に
通
ず

る
語

と
言
え
よ
う
。

然

し
な
が
ら
こ
の
開
府
な
る
高
官
に
與
え
た
神
會
の
印
可
は
、
そ

　

の
前

に
述
べ
ら
れ
る

「
但
得
二無
念
一印
是
解
」
と
云
う

堂
々
た
る
読

法
に
比
し
て
、
あ
ま
り
に
安
易
に
過
ぎ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
神

會

の
爲

人
の
方
便
に
非
ぎ
る
か
を
思
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。

何

と
な
れ
ば
、
碑
會
は
知

(知
解
、
分
別
知
)
と
見
と
を
明
瞭
に

匠
別
し
て
次
の
如
く
言

つ
て
い
る
。

知
識
、
自
身
中
有
佛
性
、
未
能
了
了
見
、
何
以
故
?

喩
如
此
庭

各
各
思
量
家
中
住
宅
、
衣
服
、
臥
具
及

一
切
等
物
、

具
知
有
、
更

不
生
疑
、
此
名
爲

「
知
」、
不
名
爲

「
見
」、
若
行
到
宅
中
、

見
如

上
所
説
之
物
、
邸
名
爲

「
見
」、
不
名
爲

「
知
」
、

今
所
覧
者
、
具

依
他
読

「
知
」
身
中
有
佛
性
、
未
能
了
了

「
見
」

(壇
語
因
)

　

　

輩
に
設
法
に
依

つ
て
知

つ
た
の
で
あ
つ
て
、
未
だ

見
た
の
で
は
な
い

と
戒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
知
之

一
字
、
衆
妙
之
門
」
の
語
は
宗
密

に
よ
つ
て
荷
澤
の
言
と

し
て
傳
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

現
在
獲
見
さ
れ
た
神
會
の

語
録
中
に
は
此
の
語
は
見
え
な
い
。
し
か
も

「
語
録
」
に
は
次
の
よ

う
に

「
見
」
を
強
調
し
て
い
る
。

如
是
見
者
、
印
是
本
性
、
若
人
見
本
性
、
印
坐
如
來
地
。

如
是
見
者
、
離

一
切
諸
相
、
是
名
諸
佛
。

如
是
見
者
、
恒
沙
妄
念
、

一
時
倶
寂
。

如
是
見
者
、
恒
沙
清
深
功
徳
、

一
時
等
備
。

如
是
見
者
、
名
爲
無
漏
智
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

如
是
見
者
、
名

一
字
法
門
。

如
是
見
者
、
六
度
圓
滅
。

如
是
見
者
、
名
法
眼
深
。

・

如
是
見
者
、
放
大
智
慧
光
、
照
無
絵
世
界
。

(語
録
二
一
)

そ
し
て

「
菩
提
達
磨
南
宗
定
是
非
論
」
に
は

次
の
語
が
見
え
る
。

神
會
三
十
絵
年
所
學
工
夫
、
唯
在

「
見
」
字
。
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尤
も
知
を
高
次
の
無
分
別
知
と
し
て
、

見
と
同
義
語
に
用
う
る
場

　

合
も
あ

る
。

定
慧
讐
修
を
読
い
て
慧
の
作
用
を

「能
知
本
寂
静
農
、

　

名
爲
慧
」

「從
空
寂
艦
上
起
知
、
善
分
別
世
間
青
黄
赤
白
、

是
慧
」

と
説
き
、
又

「
所
言
慧
者
、
能
見
不
可
得
艦
、

湛
然
常
寂
有
恒
沙
巧

　

　

用
」

(語
録
二
九
)
と
説
く
場
合
に
は
、
前
者
の
知
と
後
者
の
見
は
全

く
同
義
語
で
あ
つ
て
、
も
と
よ
り
輩
な
る
知
解
で
は
な
い
。

「
見
佛
性
」
は
浬
盤
経
以
來
の
慣
用
語
で
あ
る
が
、
し
か
も

三
十

絵
年
所
學
工
夫
は
唯

「
見
」
の

一
字
に
在
り
と
云
う
所
、

神
會
の
頓

語
縄
に
於
け
る

「
見
」
は
、

特
に
深
い
艦
験
を
こ
め
て
い
る
も
の
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
見
性
」
と
云
う
語
が
、
特
殊
な

暉
経

験
を
意
味
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
神
會
か
ら
と

見
る
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う

か
。

他
面
、
法
を
聞
い
て
法
の
解
を
爲
し
、
法
を
思
想
観
念
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
は

「
作
意
、
起
心
」
で
あ
り
、
神
會
の
最
も
排
斥
す
る

　

　

所
で
あ

つ
た
。
煩
悩
を
鹿
妄
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は

細
妄
で
あ
り
、
法

縛
に
他
な
ら
な
か

つ
た
。

「
凝
心
入
定
、
住
心
看
静
、

起
心
外
照
、

撮
心
内
讃
」
を
内
容
と
す
る
北
宗
の
輝
定
を
排
撃
す
る
と
同
様
、
大

乗
の
教

理
を
観
法
す
る
こ
と

一
般
に
封
す
る
極
度
の
警
戒
と
も
見
る

べ
き
も

の
で
あ
る
。

何
者
是

「
細
妄
」
?

心
聞
読
菩
提
、
起
心
取
菩
提
、
聞
説
浬
藥
、

起
心
取
浬
梨
。
聞
説
空
、
起
心
取
空
。

聞
読
澤
、
起
心
取
澤
。
聞

説
定
、
起
心
取
定
。

此
皆
妄
心
、
亦
是
法
縛
、
亦
是
法
見
、
若
作

此
用
心
、
不
得
解
脱
。
非
本
自
寂
静
心
。
作
住
浬
藥
、
被
浬
葉
縛
。

住
澤
、
被
漂
縛
。
住
空
、
被
空
縛
。

住
定
、
被
定
縛
。
…
…
…

知
識
。
各
用
心
諦
聴
。
卿
簡
自
本
清
澤
心
。

聞
説
菩
提
、
不
作
意

取
菩
提
。
聞
読
浬
葉
、
不
作
意
取
浬
禦
。

聞
説
澤
、
不
作
意
取
浮
。

聞
説
空
、
不
作
意
取
空
。
聞
読
定
、
不
作
意
取
定
。

如
是
用
心
、

印
寂
静
浬
葉
。
…
…
讐
如
鳥
飛
於
虚
空
、

若
住
於
空
、
必
有
堕
落

之
患
。

如
學
道
人
修
無
住
心
、
心
住
於
法
、
師
是
住
著
、
不
得
解

睨
。

(壇
語
日
)

か
く
も
言
葉
を
蓋
し
て
、
作
意
、

起
心
し
て
法
を
観
念
化
す
る
こ

と
を
戒
め
た
の
は
、
そ
れ
が

知
解
と
な
り
、
観
法
化
し
、

「有
作
の

定
」
と
な
る
か
ら
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
恰
か
も
宗
密
の
頓
解
悟
漸
修

の
暉
に
封
す
る
読
法
と
も
見
る
可
き
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

四

然
ら
ば

神
會

の
頓
悟
暉
は
、
如
何
な
る
特
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る

か
。　

　

　

　

若
教
人
坐
、
凝
心
入
定
、
住
心
看
静
、
起
心
外
照
、
撮
心
内
誰
者
、

此
是
障
菩
提
。

「今
言
坐
者
、
念
不
起
爲
坐
、

今
言
輝
者
、
見
本

　

　

　

　

　

性
爲
輝
」。
所
以
不
教
人
坐
身
住
心
入
定
。

(定
是
非
論

下
)

紳
會
は
身
燈
的
な
坐
を
否
定
し
、

暉
の
本
質
を
念
不
起
、
見
本
性

と
規
定
し
た
。
念
不
起
、
見
本
性
は

「定
慧
隻
修
」
、

「定
慧
等
學
」

の
実
践
で
も
あ
つ
た
。
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言
其
定
者
、
膿
不
可
得
。
言
其
慧
者
、
能
見
不
可
得
膿
。

湛
然
常

寂
、
有
恒
沙
之
用
、
故
言
定
慧
等
學

(定
是
非
論

下
)

燈
不
可
得
と
は
念
不
起
と
同
義
で
あ
り
、
能
見
不
可
得
膣
と
は

見
本

性
と
同
義
で
あ
る
。

そ
し
て

こ
の
よ
う
な

定
慧
等
學
は
身
相
の
暉
定
に
於
い
て
で
な
く
世

間
事
上

に
修
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

「
種
種
運
爲
世
間
、

不
於

事
上
生
念
、
是
定
慧
墾
修
」

(壇
語
㈲
)、

日
常
談
笑
の
中
に
行
ぜ
ら

　

　

　

　

れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

「今
共
侍
御
語
時
、
印
定
慧
倶
等
」

(語
録

二
九
)。

そ
れ
は
定
慧
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
戒
定
慧
三
學
が

一
時
に
齊

等
で
あ
り
、
萬
行
倶
に
備
わ
り
、

如
来
の
知
見
に
同
じ
く
、
廣
大
深

遠
の
境
地
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
見
性
し
な
い
か
ら
深
遠
と
感
ず
る

の
で
あ

つ
て
、
若
し
見
性
す
る
な
ら
ば

決
し
て
深
遠
と
言
う
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
簡
易
明
白
な
境
地
で
あ
る
。

「
以
不
見
性
、
故
言
深

遠
。
若
了
見
性
、
印
無
深
遠
」

へ壇
語
四
)

又
、
神
會
は

「無
念
」
を
読
い
た
。

　

　

　

立

「
無
念
」
爲
宗
。
若
見
無
念

者
、

錐
具
見
聞

覧
知
、

而
常
空

寂
。
印
戒
定
慧
學

一
時
齊
等
、
萬
行
倶
備
。

(壇
語
四
)

　

　

　

　

　

不
作
意
印
是
無
念
、
無
念
艦
上
自
有
智
命

(遺
集

一
〇
一
頁
)

　

　

　

　

　

但
不
作
意
、
心
無
有
起
、
是
眞
無
念

(壇
語
因
)

作
意
し
な
い
こ
と
、
意
識
し
て
は
た
ら
き
か
け
な
い
こ
と
が

無
念

で
あ
る
が
、
そ
の
無
念
の
腱
上
、
自
ら
智

の
は
た
ら
き
が
起
つ
て
見

聞
覧
知

す
る
の
で
あ
る
。
但
、
不
作
意
も
不
作
意
を
意
識
す
る
な
ら

ぼ
、
そ
れ
は
作
意
に
な
る
。

「
亦
無
作
意
、
亦
無
不
作
意
、
若
得
如

是
者
、
名
爲
相
題
也
」

(語
録
二
一
)

こ
の
不
作
意
の
無
念
と
見
聞
覧
知
の
妙
用

と
の

関

係
、

定

と

慧

と
の
關
係
は
、

コ

念
相
鷹
」
で

あ
り
、

「師
」
で
あ
り
、

「
直
」

で
あ
り
、

「
一
時
」
で
あ
る
が

故
に
、

「頓
」
で
あ
る
。

「
從
生
滅

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

門
頓
入
眞
如
門
…
…
師
心
是
佛

(壇
語
因
)

「
利
剣

一
斬
、

一
時
倶
断

　

　

　

　

　

　

…
…
諮
然
曉
悟
…
…
妄
念

一
時
頓
鑑
」

(語
録
三
七
)

然
し
な
が
ら
、
紳
會
が
漸
修
を
認
め
た
語
が
、

さ
き
の

「
與
拓
抜

開
府
書
」
を
除
い
て
語
録
中

一
箇
所
あ
る
。

夫
學
道
者
須
頓
見
佛
性
、

漸
修
因
縁

(
此
八
字
、
遺
集
作

「
頓
悟
漸

修
」
)
。
不
離
是
生
、
而
得
解
脱
。
讐
如
母
頓
生
子
與
乳
。
漸
漸
養

育
、
其
子
智
慧
自
然
増
長
。

頓
悟
見
佛
性
者
、
亦
復
如
是
。
智
慧

自
然
漸
漸
埆
長

(定
是
非
論

下
)

こ
れ
は
、

一
時
倶
断
、

一
時
頓
出盤
は

質
的
な

「頓
」
で
あ
り
、
智
慧

自
然
漸
漸
埆
長
と
は
、
日
々
の
生
活
に
於
け
る
悟
の
量
的
な
損
大
普

遍
化
、

無
念
の
智
が
全
生
活
上
に
實
現
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る

悟
後
の
修
で
あ
つ
て
、
解
悟
漸
修
と
趣
を

異
に
す
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

五

こ
の
よ
う
に
神
會
の
頓
悟
輝
は
、
荷
澤
宗

の
宗
密
に
よ
つ
て
は

そ

の
頓
悟
義
を
+
分
に
理
解
せ
ら
れ
ず
、
却
つ
て

宗
密
の
い
わ
ゆ
る
漏
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州
宗
、
馬
租
、
百
丈
、大
珠
、黄
葉
等

の
語
録

に
そ
の
生
命
を
護
輝
す

　

　

　

　

る
の
を
見
る
。
馬
祀
が
師
心
是
佛
を
唱
え
、百
丈
が

「
如
今
鑑
寛
是
。

除
=
鑑
覧

一外
別
有
、

壷
是
魔
説
、

若
守
二住
如
今
鑑
覧

一、

亦
回

一魔

　

　

　

　

　

読

。

亦

名

=
自

然

外

道

一。
」

(
廣

録
)
と

し

、
又

「
砥

如

今

鑑

覧

、

但

　

　

　

不
レ依
住
=
一
切
有
無
諸
法
世
間
出
世
間
法

一、

亦
不
r作
二不

依

住
知

解

一、亦
不
γ依
=住
無
知
解

一」
と
い
う
三
句
の
論
理
を
重
ね
て
知
解
意

　

　

識

を
徹

底

排
除

し
、

「
租
如

今

一
念

一
念

、

不

レ
被

二

切

有

無

等

法

管

一。

自

今
自

古
、

佛

祇
是

人

、

人

砥
是

佛

。

亦

是

三
昧

足
、

不

レ

用

=
將

γ定

入

一ゾ
定

。

不

γ
用

二
將

γ
暉

想

一
γ
暉

。

不

γ
用

=
將

γ
佛

覚

一γ

　

　

　

　

佛
」
(
廣
録
)
と
言
う
如
き
、
黄
巣
が
、
「
直
下
無
心
」

「
當
下
無
心
」

「
但
於
=見
聞
覧
知
虞

一認
二本
心
一。

然
本
心
不
レ属
=
見
聞
魔
知
一、

亦
不
γ
離
=
見
聞
覧
知

一。
但
莫
下
於
二見
聞
覧
知
上
一起
申見
解
上
、
亦
莫
下

於
二見
聞
覧
知
上
一動
上
γ念
。」

(傳
心
法
要
)

と
示
す
な
ど
、

如
今
、

或
は
直
下
に
、

今
、
此
庭
に
、

見
聞
覧
知
そ
の
も
の
の
中
に
本
心
の

無
心
な

る
を
見
ん
と
す
る
も
の
で
、

正
に
頓
悟
灘
の
眞
髄
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

大
珠
慧
海
の
頓
悟
要
門
は
、
禰
會
の
頓
悟
思
想
の
殆

　

　

ん
ど
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
、

「正
坐
之
時
、

但
知
γ
莫
7思
=量

一
切
物
一。

一
切
善
悪
都
莫
二思
量

一」

と
し
て
、
正

坐
を
併
修
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
北
宗
輝
排
撃
に
急
で
あ

つ
た
神
會
と
異
な
り
、

住
心
看
静

に
非
ざ

る
無
心
、
不
思
量
の
坐
暉

を
實
践
し
、
然
も
坐
に
執
せ
ず
、

行
住
坐
臥
、
見
聞
覧
知
の
暉
を
行

じ
つ
つ
あ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

四
租
道
信
五
租
弘
忍
の
暉
風
に
は
、

無
修
無
作
任
運
の
麗
法
と
坐

暉
法
と
の
爾
面
が
あ
り
、

慧
能
下
神
秀
の
系
統
が
坐
縄
法
を
重
ん
じ

た
の
に
樹
し
、

神
會
が
徹
底
的
に
之
を
排
撃

し
動
中
の
頓
悟
見
性
を

強
調
し
た
こ
と
は
、

六
租
壇
経
の
傳
授
流
布

を
通
じ
て
、
見
聞
覧
知

の
暉
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
も
の
と
言
う

べ
き
で
あ
る
。

又
、
頓
悟
暉
に
於
い
て
は
、
自
修
自
悟
を
旨
と
し
つ
つ
も
、

大
善

知
識
の
開
示
が
要
請
さ
れ
、
そ
の
大
機
大
用
を
通
じ
て

師
資
商
量
の

暉
風
が
嚢
展
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
黙
に
つ
い
て
は
、
他
日

更
に
検
討
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

註

紳
會

が
直
接
洪
州
宗

に
影
響
を
及

し
た
と
言
う
よ
り
も
、
六
租
壇
経

を

通
じ
て
の
影
響

と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
壇

経
は
胡
適
博
士
は
夙
に
紳
會

若

く
は
そ
の
門
徒

の
作
品
と
論
噺

さ
れ
、
我
國

の
學
界

で
は
未
だ
必
し
も

承
認
さ
れ
ず
、

そ
の
中
核

と
な
る
大
梵
寺
論
法
は
や
は
り
法
海

の
集

記
す

る
所

で
あ
り
、
荷
澤
宗

の
傳
授

本
と
な
つ
て
接
大
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う

と
言
わ
れ
る
。
然
し
乍
ら
、

法
海

の
傳
が
明
か

で
な
く
、
胡
適
氏

の
指
摘

す
る
よ
う
に
、
神

曾̂
語
録

の
主
要

な
思
想
は
悉
く
壇
経

(敦
燵
本
)

の
中

に
あ
り
、

然
か
も
壇
纏

に
於

い
て
闘
片
的
な
思
想

が
、
神
會
録

で
は
詳
細

且
或

る
程
度
組
織
的

に
記
録
さ
れ
て
お
り
、

紳
會

録
が
壇
纏

の
閥
述

で
あ

る
と
見

る
よ
り
も
、

壇
経
が
神
會
録

の
素
朴

な
抜
粋

で
あ

る
と
見
る
方

が

　

　

理
解
し
易
い
。
殊

に

「
南
陽
和
上
頓
教
解
腕
暉
門
直

了
性
壇
語
」
が
神
會

の
読
法
で
あ
る
こ
と
が
明
か
と
な
り
、

こ
の
整

然
た
る
内
容
を
持

つ
た
語

録
壇
語

が
壇
維

の
モ
デ

ル
に
非
ざ
る
か
を
思
わ
し
め
る
が
、

更

に
學
界

の

検
討
を
待

つ
も
の
で
あ

る
。

(
了
)

●


